
【会場】 神奈川県立よこはま看護専門学校講堂（当センターと同じ敷地内です）

【実施方法】 講義により実施します。ただし、社会状況等により開催が困難であると判断した場合は中止とします。

【対象】 保健・医療・福祉業務に従事する者又は看護・介護教育に従事する者（現在従事していない者も可）

【再募集人員】 第１回：10名程度

第２回：25名程度

※応募者多数の場合は書類審査により選考いたします。詳細は当センターホームページをご覧ください。

☆フォームメール又は受講申込書の必須項目が未記入の場合は選考順位に影響しますので、ご注意ください‼

【受講経費】 1,000円（税込） ※納入方法については受講決定通知にてお知らせします

【申込期間】 令和２年７月16日（木）～7月22日（水）必着（第１回及び第２回共通）

※受講の可否は８月上旬頃（予定）に、全員にＥ－ｍａｉｌにてお知らせします。

【申込方法】 当センターホームページからお申込みください（フォームメール）
書面でお申し込みされる場合は、受講申込書（ホームページからダウンロードできます）を下記宛先
へ郵送してください。

【申込および問合せ】

令和２年度神奈川らくらく介護研修

【講師】 生活とリハビリ研究所代表

三好 春樹 先生
【日時】

第１回 令和２年９月14日(月) ９:45～15:30

第２回 令和２年９月28日(月) ９:45～15:30
※第１回と第２回は同じ内容です。
※10：00～10：30は神奈川県高齢福祉課職員による「県の高齢
施策について」の講義になります。

〒２４１－０８１５ 横浜市旭区中尾 １－５－１
神奈川県立保健福祉大学実践教育センター 神奈川らくらく介護研修担当
TEL 045-366-5871

公立大学法人神奈川県立保健福祉大学実践教育センター

【内容】

「介護者ラクラク、高齢者イキイキ」の介護

詳しくは当センターホームページhttps://www.kuhs.ac.jp/jissen/

をご覧ください

※内容は多少変更することがあります

ＡＭ
介護とは何か～受身的患
者から生活の主体へ～

１ なぜ介護が必要になったのか
２ 「元気－病気」という２元論から多元論へ
３ 介護の「介」の意味

ＰＭ
食事、排泄、入浴のケア
～生理学と生活習慣を根
拠とした介助学～

１ 「オムツ交換」から排泄ケアへ
２ 「人体洗浄」から日本人のお風呂へ
３ ウィズコロナの時代に、「濃厚接触」の介護のあり方とは

再募集


